
1．基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化

①スーパーバルクターミナル拠点的整備

①瀬戸内海航路体系の再構築

②受益者負担制度の拡充

産業競争力強化ゾーン
（仮称）として区域を設定

多目的国際ターミナル

③バルクターミナルの効率的運用

バルクターミナルの整備
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④航路の機能回復・増深

⑤航行規制の緩和



2．東アジア各地域とのシームレスな貨物輸送ネットワークの実現
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地理的優位性を活かした
東アジア及び東南アジア

航路の充実！

基幹航路では
大阪湾との連携
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北部九州からの
高速輸送との連携

域内港湾連携域内港湾連携
による航路誘致！による航路誘致！

①ダイレクト輸送体系の確立
②内航フィーダー輸送体系の確立 ⑤荷役機械の整備

港湾管理者による行政財産の貸付

岸壁
整備：国 または

港湾管理者

ヤード、荷役機械 等
整備： 港湾管理者

必要に応じて
事業者整備

認定事業者による一体的運営

港湾管理者による行政財産の貸付
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⑦コンテナ埠頭の専用貸し

①コンテナ対応施設の整備
⑨ターミナルオペレーション効率化

④山陰側物流機能強化

⑧空コン対策 ③アクセス道路、臨港道路整備

東京港・名古屋港

大阪港・横浜港

ロングビーチ港等
上海港

下関港

釜山港

H18H18年７月現在年７月現在松山港

大阪港･堺泉北港

高雄港･基隆港

高雄港･基隆港

広島港
福山港

水島港

岩国港

徳山下松港
三田尻中関港

宇部港

呉港

浜田港

境港
韓国航路

中国航路

台湾航路

北米航路

韓国航路
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台湾航路
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重要港湾特定重要港湾

（6,921DWT，556TEU）

（4,850DWT，332TEU）

（8,703DWT，585TEU）

⑥港湾管理者連携
瀬戸内海全体



3．臨海部コンビナートのリノベーションを進めるための各種支援
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⑤循環・環境型産業支援

②災害対策

③臨海部遊休地活用①臨海部用地の確保

④土地利用計画変更迅速化

⑥コンビナート機能融合



②受益者負担
制度の拡充

基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化

Act.①（１）調査実施

Act.①（２）港湾計画変更

Act.①（３）スパB整備

Act.①（４）バルクT整備

Act②（３）制度要求

Act②（２）箇所選定 ①スーパーバルク
ターミナル拠点的整備

Act.①（５）、Act.⑤（１）
委員会の開催

Act.①（６）、Act.⑤（２）
瀬戸内海航路整備計画
の変更

Act.⑤（４）夜間着桟

Act.①（７）港内航路増深

Act.⑤（３）水島港
港湾計画変更

①瀬戸内海航路体系
の再構築 ⑤航行規制

の緩和

Act③（１）（２）（３）

制度要求

Act.③（４）企業設立

Act.③（５）港湾
計画変更 Act.③（６）産業競争力強化ゾーン

Act.③（７）バルクT一体貸付

Act.③（８）一体貸付
適用箇所選定

③バルクターミナルの効率的運用

Act②（１）ニーズ把握

Act.④（１）調査実施

Act.④（２）制度要求

④航路の機能回復・増深

整備

管理
運営

提言１．実現フロー


